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堰出土状況 (西 より)
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田舟出土状況 (北 より)
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木製品出土状況 (南 より)
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鉄製刀子
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滑石製温石
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滑石製石鍋
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須恵器 杯蓋
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須恵器 杯身
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須恵器 高杯
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須恵器 塔・横瓶

須恵器 杯蓋 (天丼部にヘラ記号 )
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土師器 1 菱
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弥生土器 1 壺・養・高杯
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弥生土器 2 高杯・鉢
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製塩土器
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土師質土器 杯 (み こみに「仲」の線刻文字)

緑釉陶器 皿
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土師器 椀
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土師器 杯 (み こみにヘラ記号)
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上師器 小皿
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須恵器 椀
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寺山遺跡 古墳

中世

集落

古墳時代

鎌倉時代

一括大量出土銭埋

納遺構石敷・石組

遺構・土器溜まり

。土坑・柱穴・溝

。自然流路・竪穴

住居跡

銭貨・和鏡・白磁水注・温石・

土師質土器・瓦器・土師器・須

恵器・弥生土器

要

約

本遺跡は、徳島市八万町寺山に所在 し、国瀬川右岸の標高約4.5mの 沖積地上に位置する。本遺跡の西

に位置する独立丘陵の「寺山」には、平安時代創建の金剛光寺が所在 していたといわれ (F人万村史』

1935)ている地域である。調査の結果、古代寺院の存在を直接的に示す遺構・遺物は確認できなかった

が、集落が金剛光寺のあったとされる寺山を中心に大きく発展 していた様子がうかがえた。

なかでも中世 (鎌倉～室町)の遺構面では、一括大量出土銭 (埋納銭)が確認され、約3,700枚 に及

ぶ銭貨の埋納状態を詳細に記録することができた。本県では発掘調査時に確認され、現地において詳細

な調査成果を得た初例である。

また古墳時代の竪穴住居跡が多数出土 し、当該期の集落が展開していたことが確認された。眉山、園

瀬川を挟んだ対岸に位置する向寺山あるいは気延山など、園瀬川・鮎喰川流域に接 した尾根上には多数

の古墳群が築造されており、それら古墳群を築造した集団との関係が注目される。
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